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やっていたのか、結構複雑な演出をしているな」と思って。僕にとっ

てもあの作品は大きな意味を持っていたし、竜也と会ったのもあ

の作品のオーディションを通してだし、あれから約10 年経ってこう

やって一緒にステージにいると、いろいろなことをくぐり抜けたなと

いう感じがするね。

F　僕はいまだに蜷川さんと一緒にいるといっぱい汗をかきます。

それぐらい緊張しますよ。蜷川さんは、イギリスとかニューヨーク

という場所は、大きな違いがありますか。

Ｎ　イギリスはやっぱり緊張するね。義理のお客さんの反応がな

いから、即評価が出る。劇評でもそうだよね。

　今度の『身毒丸』ワシントン公演というのは、ケネディセンター

が呼んでくれる日本の芸術のフェスティバルだけど、プログラミン

グがすごくいいんです。古典芸能を過大評価することなく、冷静に

ジャッジをしながら現代芸術を紹介してくれるなと思ってね。そこ

でメインの作品として、『身毒丸』が紹介されるのはすごく嬉しい

ことです。だから竜也にもいい演技をしてもらって、この作品が優

れているということを立証してほしいなと思っているんだよ。

F　頑張ります。実は僕は去年ロンドンに 4 カ月行かせてもらいま

した。そこで結構多くのイギリスの演劇の関係者の方々に会わせ

てもらったんです。「竜也は日本でどういうことをやってきたんだ」

と聞くので、「僕は蜷川さんとやることが多かった。『ハムレット』

や『ロミオとジュリエット』をやった」と言うとみんなが驚いていた

んですよ。ある意味イギリスの中での知名度としたら、たけしさん

とかよりも蜷川さんの知名度がすごかったですね（笑い）。

俳優・藤原竜也語る、「聞いてください、蜷川さん」

F　ちょっと話が変わりますが、僕は蜷川さんと映画でも組んでみ

たいなと思いますが、皆さんどうでしょうかね。（拍手）やってくれ

ないかなとずっと思っているのですが。

Ｎ　俺はまだ映画監督としては三流だ。もうあと一本ぐらいやると、

もう少し良くなるからね。

F　でも、新鮮でしたよ。この間蜷川さんの撮った映画（『蛇にピ

アス』）に出させていただき、深夜のロケでしたが、蜷川さんが僕

のところに来てくれて、「新人監督の蜷川です」と挨拶をしてくれた。

こっちはどうしたらいいかわからないような感じがしましたが、やっ

ぱり緊張していましたか。

Ｎ　うん、緊張していた。実はゲストで出てもらったんです。もう

最高に格好良くて、頭は良くて、こういう俳優なのだとわかりました。

それからそういう現場で会う竜也は、演劇の現場で会う竜也と全

然違います。まずいい子ぶっていない。演技が伸び伸びしてい

る（笑い）。つばは吐く、ズボンの中に手は入れる、歩き方はひどい、

もう田舎のヤンキーのような役です。だけどそのうまさに余りにも

びっくりして、「俺はおまえを違う人として見ていたかな、今ここに

いるのは全然違う人だ」と言って、僕は人間に対して結構うぶだ

ということがわかりました（笑い）。まんまとだまされていたような

気分で、そのぐらい良かったです。そう見ると、もう少し俺がいい

演出家でないとだめだなとは思っているけれども、違う竜也をつか

まえることができるかもしれないね。

F　近い将来やってください。あと蜷川さんとは芝居の新作でちょっ

と勝負したいなと思っているのですが、それも考えてくれますか。

Ｎ　どういうのをやりたいの？

F　僕はもちろんシェイクスピアとかギリシア悲劇はすごく良かった

のですが、蜷川さんはいつも一番後ろから本番を見ますよね。そ

のときに蜷川さんが見ていて奮い立たされるような、確かにこの時

代に僕らは生きていたと思えるような芝居に、僕は参加してみたい

という思いがあります。

Ｎ　ということは、唐十郎とか清水邦夫とかそういう芝居かな。僕

らが 70年代ぐらいにやっていたような、社会的な動きの真っただ中

を走り抜けたみたいな時代の作品のようなものということだね。

F　はい、すごくやりたいです。

Ｎ　それはあり得るかもね。『唐版滝の白糸』をやったでしょう。あ

れはどう、気に入っていた？

F　いまだに明日にでもできるぐらい、すごく好きです。今日は映

画と新作と二つ話しました（笑い）。本当に今までは実は蜷川さん

が竜也はこれをやったから、来年はこれができるというような伝

え方をしていただいていましたが、最近自分からアクションを仕掛

けていかなければ自分自身もだめになると思って。現に若い才能

がある俳優はどんどん出ていますから、自分もその中に入っていく

ためにはしっかりとした意思表示をして、こういう話し合いの中か

ら生まれてくる仕事というのも絶対にしていくべきだなと思うように

なったんですよ。

Ｎ　確かに日本語の戯曲は違うし、シェイクスピアやギリシア悲劇

ともまた文体が違うから、竜也の中にまだ眠っている、まだ使って

いない分量が残っているだろうと思う。そういう言葉をしゃべらせ

たいなとは思うな。

　何か大勢の人の前で約束させられたと（笑い）。今日は、新年早々

からありがとう。

profile: 藤原竜也（ふじわら たつや）
1997 年「身毒丸」（蜷川幸雄演出）で初舞台を踏む。以後多く
の蜷川演出舞台に出演している。また野田秀樹演出「オイル」

「ロープ」、グレゴリー・ドーラン演出「ヴェニスの商人」などの
舞台や、映像でも活躍しており、金子修介監督「デスノート」は
大ヒットを記録した。第38 回 紀伊國屋演劇賞 個人賞 （2004
年）、第3 回 朝日舞台芸術賞 寺山修司賞（2004 年）、第11 回 
読売演劇賞 優秀男優賞・杉村春子賞 （2004 年）など、数々の
賞を受賞している。今年は舞台「かもめ」（6月）、映画「カメ
レオン」（初夏）などが控えている。

「オギャーと生まれて真っ先に見たのは蜷川さんですから、
責任をとってくださいよ」 （藤原竜也）




